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　当別高校が取り組む「CLASS
プロジェクト」の地域コーディ
ネーターを務める松岡宏尚さんに
お話をお聞きしました。

地域貢献活動を通じて地域貢献活動を通じて

ここに書ききれないエピソードや写真は
当別町ホームページ「現在を活きる＋

プラス
」

でご覧ください。

高校生に地域の大人と高校生に地域の大人と
関わる機会を関わる機会を 松岡 宏尚松岡 宏尚  さんさん

　大学卒業後、旭川の企業に６年
間勤め、当別に戻り父の会社の松
岡商事に入りました。当別に戻っ
てからは、商工会青年部や青年会
議所で地域貢献活動に取り組みな
がら、色々な分野の役職も引き受
けてきました。新しい分野への挑
戦は大変ですが、今まで知らな
かったこのまちの課題を知ること
ができ、新たに関わる人とのつな
がりから課題の解決に向けて取り
組む面白さも経験できました。そ
の中で、当別高校が、総合的な探
求の時間のカリキュラムを活用し
て、地域と連携・協同する仕組み
の実証を行う「CLASS プロジェ
クト」の地域コーディネーターの
相談を受け、令和２年度から役に
就きました。

人と人との関わり人と人との関わり

　地域コーディネーターは、地域
と高校の間に入り、地域に学校を

知ってもらい、学校からの要望を
かなえる橋渡しの役割を担ってい
ます。当別高校では、園芸デザイ
ン科や家政科は授業の一環で今ま
でも地域と関わる機会がありまし
たが、普通科はその機会がほとん
どなかったため、総合的な探求の
時間を活用して３科が連携しなが
ら地域の課題に取り組む授業の仕
組みを作りたいと考えました。
　今は進学や就職の面接等で、生
徒が目の前の課題を自ら見つけて
解決する能力を見るため、高校で
どのような学びがあったかを聞か
れることが増えています。これか
らは総合的な探求の時間を通じて
学ぶ機会が、より一層重要になり
ます。

当別高校生と「CLASS プロジェクト」のワークショップ

　高校生の多感な時期は、自分探
しの時期でもあり、人との関わり
が重要となります。特に、自分が
やりたいことを手助けしてくれた
大人の影響力は甚大です。人は繋
がった縁のある人のために行動す
るので、「CLASS プロジェクト」
は、その縁を作るためのきっかけ
にできればと思っています。

　そのためにも私自身が、人から
求められる人間でありたいと考え
ています。自分がネガティブな時
は人からは求められず、何かに
チャレンジしている前向きな時の
方が、様々な声がかかり繋がりが
増えるので、しっかりと自分がや
るべきことをやって、自分のやり
たいことをやるように心がけてい
ます。

課題解決能力を身に着けるために課題解決能力を身に着けるために

　当別にゆるいコミュニティを作
りたいです。現在、松岡商事で管
理している商店街のヤギ小屋の建
物にコワーキングスペースを作っ
ていて、そこでは高校生も気軽に
立ち寄って、地域の人と高校生が
コミュニケーションを取れる場所
にしたいと考えています。やりた
い事がある熱量のある人や、やる
気はあるけどコネがない人を、時
間に余裕のある人や当別を離れて
いるけど当別のために何かをやり
たい人などがサポートすること
で、人を育てる場としてのコミュ
ニティとなり、この町の将来を考
えるきっかけとなればと考えてい
ます。

将来の夢は将来の夢は
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